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リウマチ対策論点整理 ( 案 ) 

主な論点 
第一リウマチ 対策の基本的方向性 

0  今までの関節リウマチ 対策についてどのように 評 
価するか。 また、 今後関節リウマチを 克服するた 
めには、 どのような基本的方向性を 持っていくべ 

きか。 
第二研究の推進 
一 効果的かっ効率的な 研究推進体制の 構築 

0  関節リウマチの 研究の状況はどうなっているの 
か。 
  

O  研究目標に基づいた 戦略的な研究がなされてい 
るか。 

0  現在の問題点に 合った適切な 公募課題が設定さ 
れているか。 

0  研究課題の評価システムは 十分に機能している 
といえるか。 問題点は何か。 どのように対応すべ 
きか。 

  



二 今後重点化すべき 研究分野 
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第三医薬品の 開発促進等 

0  厚生労働省における 研究と医薬品開発との 連携 
は 充分行われているか。 連携を進める 上でどの ょ 

うな課題が考えられ、 どのように解決すべきか。 

0  医薬品の経済的評価等を 行 う手 法の開発を考え 

てはどうか。 
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第四医療提供体制の 整備 
一 医療提供体制 

  0  地域における 医療資源を有効に 活用する観点か 
ら 、 関節リウマチに 対する医療体制に 関し、 より 効 
果 的に、 体系的かつ計画的に 整理されたものにし 

ていくためには、 具体的にどのような 方策をとれ 
ば よ いか 。 

0  在宅医療に求められることは 何か。 

0  小児リウマチ 診療レベルの 向上を図るべきではな 

いか。 

二人材育成 

0  適切な医療が 確保されるよ う 医療従事者・ E 学生 
等に対してどのような 取組を行っていくべきか。 
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策 五 患者 QOL の 両 上を巨 立等 

0  患者が疾患を 自己管理するためには、 地域、 職 
域 等における教育等においてどのような 支援が必 
要か 。 

O  現在難病患者等居宅生活支援事業等が 実施され 
ているが、 これらを活用し、 患者の QoL を向上さ 
せるためにどのように 自立支援を図っていくの 

か。 

舟ム 弟 ハ情報提供，相談体制 
一情報提供の 体制整備 

O  現在、 リウマチに関する 情報提供の内容及び 提 
供手法は適切か。 適切でないとすればその 理由 
はなにか。 

0  正しい情報をどのように 提供していくべきか。 

0  住民に身近な 市町村の役割は 大きいと考える 

が ，市町村、 都道府県、 国各々どのような 役割分 
担 で対応すべきか。 
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L 二担談体 世変 韮 ! 軋 
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0  窓口の設置 は どのような体制が 効果的か。 ( 都道 
府県に限らず 市町村での対応は 困難か。 どの ょぅ 

な 相談対応がよ いか 。 ) 

0  リウマチ患者に 対してどのような 相談を実施すべ 
きか。 

0  リウマチ相談員はどのように 養成すべきか。 
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第セ 関係機関との 連携 

0  国や都道府県がリウマチ 対策を推進していく 上で 
どのような機関と 連携すべきか。 また、 連携機関 
にどのような 役割を求めていくのか。 

第八その他 

0  本 対策の見直しは 何年毎に必要か。 
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